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第 2 版：  2024 年 4 月 2 日作成 

本院で腎臓移植を受けられた 
患者さん・ご家族の皆様へ 

 ～本院腎臓外科・泌尿器科で 2019 年 5 月 20 日～2023 年 12 月 30 日の間に採血され、

研究用に利用された余剰検体の残りおよび臨床情報の医学研究への使用のお願い～ 

 

【研究課題名】 

腎移植後の血漿中循環器関連ペプチド濃度の推移の評価 
 

【研究の対象】 

 この研究は以下の方を研究対象としています。 

大分大学医学部附属病院（当院）において生体腎移植術を受け、2019 年 5 月

20 日～2023 年 12 月 30 日の間に「コプロポルフィリンを用いた腎不全患者にお

ける OATP1B 活性個人差の要因解明」に同意された方 

 

【研究の目的・方法について】 

 近年、心臓や血管、体液量の調節に関与する数種類のペプチドの 血漿
けっしょう

中濃度

が、腎疾患や呼吸器疾患、心血管疾患、感染症などの病気と関連することが報告

されています。その代表的なペプチドとして、MR
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ﾌ ﾟ ﾛ ｴ ｰ ｴ ﾇ ﾋ ﾟ ｰ

、NT
ｴﾇﾃｨｰ

-proBNP
ﾌﾟﾛﾋﾞｰｴﾇﾋﾟｰ
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および CT
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-proAVP
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が特に着目されています。腎臓の機能が低下した患者

さんにおいては、腎臓の機能の低下に伴い、これらのペプチドの血漿中濃度が上

昇することが報告されています。腎臓の機能低下が進行すると透析療法が必要

となり、予後が悪化します。一部の患者さんは腎臓の移植術を選択し、腎機能を

回復させることで透析療法から離脱することが可能となり、予後の改善に繋が

ります。予後を予測する因子として着目されているこれらのペプチドについて

は、腎移植術に伴う予後の改善により、その血漿中濃度が低下することが想定さ

れていますが、これまでにそのことを証明した報告はありません。 

 

研究期間：2024 年 3 月 12 日～2028 年 3 月 31 日 

 

【使用させていただく試料・情報について】 

 別研究である「コプロポルフィリンを用いた腎不全患者における OATP1B 活

性個人差の要因解明」を実施した際に使用させていただいた血漿の残りを本研

究へ応用させていただきたいと思います。なお、血漿中ペプチド濃度の測定はサ
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ーモフィッシャーダイアグノスティックス株式会社に外部委託します。その際、

ペプチド濃度と診療情報との関連性を調べるために、患者さんの診療記録（性別、

年齢、既往歴、基礎疾患、身長、体重、BMI、体温、血圧、血液検査値、使用薬

剤、合併症）も調べさせていただきます。なお患者さんの血漿（試料）及び診療

記録（情報）を使用させていただきますことは大分大学医学部倫理委員会におい

て外部委員も交えて厳正に審査・承認され、大分大学医学部長の許可を得て実施

しています。また、患者さんの試料および診療情報は、国の定めた「人を対象と

する生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に従い、特定の個人が識別できな

いよう加工したうえで管理しますので、患者さんのプライバシーは厳密に守ら

れます。当然のことながら、個人情報保護法などの法律を遵守いたします。 

 

【使用させていただく試料・情報の保存等について】 

本研究で使用する血漿は本研究の共同研究機関である明治薬科大学薬剤情報

解析学研究室へ解析のために送付し、同研究室にてこの研究の論文発表後 5 年

間厳重に保管します。診療情報については、本院の電子カルテシステムにて論文

発表後 10 年間保存します。また、明治薬科大学薬剤情報解析学研究室に送付す

る腎移植患者さんの情報が含まれた CD-ROM については、同大学研究棟 235 室

で論文発表後 10 年間適切に管理します。保存期間終了後は、血漿は焼却処分し、

紙の資料については、シュレッダーにて廃棄し、パソコンなどに保存している電

子データは復元できないように完全に削除します。 

 

【外部への試料・情報の提供】 

 本研究の共同研究機関である明治薬科大学への患者さんの試料・情報の提供

については、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。なお、明治

薬科大学へ提供する際は、研究対象者である患者さん個人が特定できないよう、

氏名の代わりに記号などへ置き換えますが、この記号から患者さんの氏名が分

かる対応表は、大分大学医学部附属病院薬剤部の研究責任者が保管・管理します。

なお、取得した試料・情報を提供する際は、記録を作成し大分大学医学部附属病

院薬剤部で保管します。 

 試料・情報の管理について責任を有する者の氏名又は名称 

  大分大学医学部附属病院 薬剤部 准教授・副薬剤部長 田中 遼大 

明治薬科大学 薬剤情報解析学研究室 教授  大野 恵子 

 

【患者さんの費用負担等について】 
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本研究を実施するに当たって、患者さんの費用負担はありません。また、本研

究の成果が将来医薬品などの開発につながり、利益が生まれる可能性がありま

すが、万一、利益が生まれた場合、患者さんにはそれを請求することはできませ

ん。 

  

【研究資金】 

 本研究においては，公的な資金である科学研究費補助金基盤研究研究 C（課題

番号：22K06770、研究課題名：血管炎症候群の重症度および予後を反映する有

用な新規バイオマーカーの開発、研究代表者：大分大学医学部附属病院薬剤部教

授・薬剤部長 伊東弘樹）および明治薬科大学薬剤情報解析学研究室に対する予

算（消耗品費）を用いて研究が行われます。 

 

【利益相反について】 

 この研究は、上記の公的な資金を用いて行われ、特定の企業からの資金は一切

用いません。「利益相反」とは、研究成果に影響するような利害関係を指し、金

銭および個人の関係を含みますが、本研究ではこの「利益相反（資金提供者の意

向が研究に影響すること）」は発生しません。 

 

【研究の参加等について】 

本研究へ試料（血漿）および診療情報を提供するかしないかは患者さんご自身

の自由です。従いまして、本研究に試料・診療情報を使用してほしくない場合は、

遠慮なくお知らせ下さい。その場合は、患者さんの試料・診療情報は研究対象か

ら除外いたします。また、ご協力いただけない場合でも、患者さんの不利益にな

ることは一切ありません。なお、これらの研究成果は学術論文として発表するこ

とになりますが、発表後に参加拒否を表明された場合、すでに発表した論文を取

り下げることはいたしません。 

患者さんの試料・診療情報を使用してほしくない場合、その他、本研究に関し

て質問などがありましたら、主治医または以下の照会先・連絡先までお申し出下

さい。 

                    

【研究組織】 

【本学（若しくは本院）における研究組織】 

          所属・職名          氏名 

研究責任者 大分大学医学部附属病院薬剤部 
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 准教授・副薬剤部長         田中 遼大 

研究分担者 大分大学医学部附属病院薬剤部 

薬剤師               岩男 元志 

      大分大学医学部附属病院薬剤部 

薬剤師               小野 寛之 

大分大学医学部附属病院薬剤部 

副薬剤部長             龍田 涼佑 

大分大学医学部附属病院薬剤部 

教授・薬剤部長           伊東 弘樹 

大分大学医学部附属病院腎臓外科 

・泌尿器科 准教授・診療教授    安藤 忠助 

大分大学医学部腎泌尿器外科学講座 

教授・診療科長           秦 聡孝 

 

【研究全体の実施体制】 

研究代表者 大分大学医学部附属病院薬剤部   田中 遼大 

  研究分担者 

 明治薬科大学薬剤情報解析学研究室 大野 恵子 

明治薬科大学薬剤情報解析学研究室 鈴木 陽介 

明治薬科大学薬剤情報解析学研究室 小田 絢子 

明治薬科大学薬剤情報解析学研究室 根上 純 

明治薬科大学薬剤情報解析学研究室 山﨑 美陽 

   研究事務局 大分大学医学部附属病院薬剤部   田中 遼大 

   

【お問い合わせについて】 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し

出下さい。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

住 所：〒879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ丘 1-1 

  電 話：０９７－５８６－６１１３ 

 担当者：大分大学医学部附属病院薬剤部 准教授・副薬剤部長 
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 田中 遼大（たなか りょうた） 


